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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,81 45,76 -0,05 46,20 -0,44

USD / BRL Spot BRL 2,2224 2,2313 +0,0089 2,1938 +0,0375

USD / JPY Spot JPY 101,86 102,12 +0,26 101,42 +0,70

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 57.696 57.119 -577 53.157 +3.962

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 142,0 145,8 +3,8 140,7 +5,1

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,97 10,97 +0,00 11,04 -0,07

3 Months US Dollar Libor % 0,236 0,236 +0,000 0,235 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 298,3 296,6 -1,7 310,8 -14,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は地政学リスクを嫌気したレアル売りが優勢となる展開でした。
朝方は前日比変わらない２．２２台前半から始まりましたが、ガザ地区での戦闘激化を受けて地政学リスク
への懸念が高まったためレアル売り優勢となり、２．２２台後半へレアル安が進みました。その後もＩＭＦが
ブラジルの為替介入を批判したことやＥＵがロシアへの制裁を強化したことからレアル売りは続き、２．２３台
前半へレアル続落となりました。終日レアル売り地合いは続き、結局２．２３台前半で引けています。

ＩＭＦは昨日公表したレポートの中でブラジルの為替介入について次のように言及しています。「為替介入
は突発的な資本逃避を落ち着かせる観点で有効であるが、経済ファンダメンタルズの変更を反映する為替
相場の圧力に対抗するために用いられるべきではない。」ＩＭＦは非常時の介入の有効性を認める一方で
平常時は市場の調整能力に委ねることを勧めているようです。これは昨年米国のテーパリング観測でレアル
急落となった時に導入した介入プログラムが当初の役割を既に果たしており、現在は不要であることを示唆
していると思われます。レアル相場は介入プログラムのけん制もあり微妙な均衡を保っていますが、経済
ファンダメンタルズで見ればレアル安となってもおかしくない状態が続いています。
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